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Moodle コース作成マニュアル 

 

Moodle について以下の最低限の機能利用などのマニュアルとなっています。 

・カテゴリ内へのコース作成方法 

・作成したコースへのユーザ追加方法 

・出欠確認機能の追加方法 

・コースの可視化方法 

ご参考の上、ご自身でマニュアル以外にもカスタムなどいただき、ご利用しやすいよう

にコース作成を行ってください。 

 

・カテゴリ内へのコース作成方法 

１．大谷大学の Moodle のサイトにアクセスし、左部分から ounet アカウントでログイン

してください。 

アクセス URL   https://mdsv.otani.ac.jp/moodle/ 

 

OTANI UNIPA にログイン後の左下部にも Moodle のリンクがありますので、そちらか

らアクセスすることも可能です。 

  

https://mdsv.otani.ac.jp/moodle/
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2. 左バーの「コースカテゴリ」より作成したいカテゴリを順にクリックしてください。 

 (ここでは人文情報の UNIX 演習に test コースを作成する例を示します。) 

  

３．その後、「新しいコースを追加する」をクリックしてください。 

  

 

４．コース名などを入力してください。 

 ※可視性を「非表示」にしておくと、学生からは見えなくなるので、コース作成中は非

表示にしておくことをお勧めします。 

内容を入力できたら、「保存して戻る」をクリックしてください。 
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4. 以下のように入力したコースが作成されます。 

 

 

 これで、コースの作成が完了しました。 

  



2021 年 4月 19 日 

教育研究支援課 

情報システム 

4 

 

・作成したコースへのユーザ追加方法 

１．作成したコースをクリックしてください。 

左側メニュー「管理」→「コース管理」→「ユーザ」→「登録方法」の順にクリックしま

す。 

 

 

２．ユーザの登録方法を決定します。 

 「自己登録」 … 登録キーを使って、学生からコースに参加します。 

 「手動登録」 … 先生が一人一人学生を登録します。 

 ※上段に配置している登録方法が優先されます。「上へ/下へ」の↑をクリックして優先

させたい登録方法を上段に移動させてください。また、不要であれば目のアイコンをクリ

ックし、非可視にしてください。 

 

 ●「自己登録」の場合 

  自己登録の右側にある歯車⚙マークをクリックします。 

  各種設定してください。 

  ※「登録キー」を使って学生はコース登録をしますので、わかりやすいものに変更し

てください。 
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  変更ができたら「変更を保存する」をクリックします。 

 

 ●「手動登録」の場合 

  手動登録の右側にある人マークをクリックします。 

  「受講未登録ユーザ」の下にある「検索」に登録したいユーザを入力し、「追加」をク

リックしてください。 

  

 登録が完了したら、可視化するために目のアイコンをクリックしてください。 
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・出欠確認機能の追加方法 

自動出欠を有効にしておくと、学生がコースにアクセスした日時が記録されるので便利で

す。 

 

１．コースの画面から、右上の「編集モードの開始」をクリックします。 

  

２．左メニューの一番下の「ブロックを追加する」のプルダウンから「自動出欠ブロック」

をします。 

  

「ブロックを追加する」の上に「自動出欠ブロック」が追加されました。 
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３．コース画面の上部の「活動またはリソースを追加する」をクリックします。 

 

４．以下の画面が表示されるので、「自動出欠」を選択して「追加」をクリックします。 

 

５．名称、説明など必要があれば入力して、「保存してコースに戻る」をクリックします。 
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６．追加された自動出欠管理のモジュールをクリックします。 

  

 

７．「授業登録」のタブをクリックし、授業を登録します。 

各種情報を入力してください。出欠確認方法は、「半自動」をおすすめします。 

 「自動」 …学生がコースにアクセスすると、出欠として判定されます。 

 「半自動」…設定されたキーを学生が入力することで、出欠登録ができます。 

 「手動」 …先生が一人一人チェックして、出欠登録をします。 

 

  

※「授業時間」は 1 時間 30 分となります。終了時刻ではないので注意してください。 

設定後は、「授業を登録」をクリックします。 
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８．「授業一覧」のタブをクリックすると、各週の一覧が表示されます。休日などの日があ

れば、右側の操作の部分の□にチェックし、ページ下部の削除をクリックしてください。 

  

また、操作のアイコン 3つの真ん中をクリックすると「キーワード」の変更も可能です。

必要があれば、変更を行ってください。 

 

９．最後にコースのページに戻り、右上の「編集モードの終了」をクリックし、編集モー

ドを終了します。 

 

以上で基本設定は完了です。 

ブロックの追加から様々なカスタムも可能ですので、ご自身でいろいろお試しください。 

 

 

・コースの可視化方法 

 コースを実際に授業で使用する場合は、必ず「可視化」をおこなってください。 

 

１．表示させたいコースが配置させているカテゴリにアクセスします。 

この状態で、右上にある「コースを管理する」をクリックします。 
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２．右側にカテゴリ内のコースがリスト表示されますので、非表示にしたいコースの右側

にあるアイコン群の中の目のアイコンをクリックすると非表示設定されます。クリックの

たびに表示と非表示で切り替わります。 

 

表示状態：  

非表示状態：  

 

 

※コース内の有効にしたい機能も可視化を忘れずにおこなってください。 

 ※授業期間が終わり、利用しなくなったコースは「削除」または「非表示」にしてくだ

さい。 

 

 

 

 

また、以下のサイトにマニュアルがございますので、ご参照ください。 

 Moodle 関係マニュアルリンク集 

 →https://web.otani.ac.jp/moodle/ 

 


